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特別委員会の動き
奈良県十津川村の

深層崩壊現場視察 	 再生可能エネルギー対策調査特別委員長　佐藤　德治

　

９
月
24
日
か
ら
25
日
の
二

日
間
、
福
島
県
に
お
い
て
、

間
伐
材
等
の
供
給
会
社
の
㈲

六
和
林
業
、
間
伐
材
の
未
利

用
材
を
チ
ッ
プ
化
し
発
電
所

な
ど
へ
の
供
給
会
社
㈱
ノ
ー

リ
ン
、
間
伐
材
等
100
㌫
の

チ
ッ
プ
を
利
用
し
発
電
し
て

い
る
㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津

の
視
察
を
行
っ
た
。

　

㈲
六
和
林
業
は
30
㌶
の
団

地
化
を
行
う
た
め
自
ら
経
営

計
画
を
樹
立
し
、
木
を
植
え
、

木
を
切
り
、
木
を
育
く
む
会

社
で
、
間
伐
材
の
供
給
は
㈱

ノ
ー
リ
ン
へ
出
荷
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
民
間
会
社
は
ま

れ
で
あ
り
、
ノ
ー
リ
ン
へ
安

定
的
に
出
荷
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
推
測

す
る
。

　

㈱
ノ
ー
リ
ン
は
以
前
、

チ
ッ
プ
を
製
紙
会
社
を
主
体

に
供
給
し
て
い
た
が
、
林
業

の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、

木
材
を
100
㌫
活
用
（
建
築
材

25
㌫
・
製
紙
用
25
㌫
・
未
利

用
材
50
㌫
）
す
る
た
め
、
未

利
用
材
を
チ
ッ
プ
化
し
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料

と
し
て
長
期
的
か
つ
継
続

的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
林
業
の
活
性
化
や
森
林
の

持
続
的
な
再
生
へ
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
山

元
か
ら
の
間
伐
材
の
仕
入
れ

単
価
は
、
㌧
当
た
り
５
千
円

で
、
チ
ッ
プ
化
し
て
約
８
千

円
で
㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津

な
ど
へ
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

チ
ッ
プ
は
間
伐
材
だ
け
で
は

な
く
枝
も
利
用
し
て
お
り
、

ま
さ
に
100
㌫
活
用
さ
れ
山
元

が
元
気
に
な
る
源
と
な
っ
て

い
る
。

　

㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津
は
、

ノ
ー
リ
ン
か
ら
供
給
さ
れ
た

チ
ッ
プ
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
よ
り
生
ま
れ
た
電
気

を
電
力
会
社
の
送
電
網
を
使

用
し
、
一
般
家
庭
等
に
供
給

す
る
発
電
事
業
者
で
あ
る
。

特
に
、
未
利
用
材
を
100
㌫
活

用
し
発
電
し
て
い
る
の
は
全

国
で
第
１
号
で
あ
る
。

　

運
転
開
始
は
本
年
７
月
、

発
電
規
模
約
５
千
㌗
（
約

１
万
世
帯
分
）、
燃
料
使
用

料
年
間
約
６
万
㌧
（
木
質

チ
ッ
プ
・
水
分
40
㌫
）
稼
働

時
間
24
時
間
で
あ
る
。

　

こ
の
発
電
所
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
24
年
8
月
23
日
か
ら

24
日
に
、
大
豊
町
議
会
・
本

山
町
議
会
・
大
川
村
議
会
が

合
同
で
視
察
を
行
っ
た
。
平

成
23
年
９
月
に
高
知
県
東
部

に
上
陸
し
た
台
風
12
号
に
よ

り
、
十
津
川
村
で
は
総
雨
量

１
３
５
８
㍉
と
い
う
豪
雨
で
、

総
面
積
260
㌶
の
山
腹
（
深

層
）
崩
壊
が
村
内
各
地
で
発

生
し
、
河
道
閉
塞
（
土
砂
ダ

ム
）
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被

害
を
被
っ
た
。
そ
の
後
、
復

旧
・
復
興
は
着
々
と
進
ん
で

い
る
。

　

豪
雨
に
よ
る
山
腹
（
深

層
）
崩
壊
は
す
さ
ま
じ
く
、

一
箇
所
40
㌶
崩
壊
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
河
道
閉

塞
を
伴
う
大
規
模
土
砂
災
害

で
崩
壊
土
砂
量
が
大
き
い
栗

平
地
区
で
は
崩
壊
土
砂
量
約

１
３
９
０
万
立
法
㍍
、
貯
水

量
750
万
立
法
㍍
、
長
殿
谷
地

区
で
は
崩
壊
土
砂
量
約
680
万

立
法
㍍
、
貯
水
量
270
万
立
法

㍍
に
も
達
し
、
道
路
崩
壊
、

停
電
な
ど
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
て
も
、
全

職
員
が
登
庁
で
き
な
い
、
住

民
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
、

村
全
体
の
災
害
状
況
が
把
握

で
き
な
い
な

ど
課
題
は
山

積
し
た
状
況

で
あ
っ
た
。

　

被
害
が
明

ら
か
に
な
っ

て
い
く
中
、

国
や
県
、
村

よ
り
も
い
ち

早
く
地
域
の

自
主
避
難
者

の
誘
導
や
倒

木
除
去
、
土

の
う
積
み
、

警
戒
な
ど
を

始
め
た
の

が
、
地
元
の

消
防
団
員
の
活
動
で
あ
っ
た
。

団
員
は
被
災
者
や
災
害
弱
者

の
支
援
や
救
援
を
行
い
な
が

ら
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話

の
通
信
手
段
が
途
絶
え
る
中

で
、
防
災
無
線
や
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
で
昼
夜
を
問
わ
ず
、

地
域
の
情
報
を
対
策
本
部
へ

連
絡
を
入
れ
る
な
ど
、
そ
の

功
績
は
甚
大
な
も
の
が
あ
っ

た
。
防
災
担
当
課
で
は
、
こ

の
災
害
前
に
情
報
通
信
手
段

と
し
て
、
携
帯
の
衛
星
電
話

を
検
討
し
て
い
た
が
、
予
算

化
に
至
っ
て
い
な
く
後
悔
す

る
と
い
う
説
明
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

十
津
川
村
で
は
山
を
守
る

こ
と
。
川
を
治
め
る
こ
と
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
。

人
を
守
る
こ
と
。
地
球
環
境

を
守
る
こ
と
。
以
上
５
点
に
、

村
が
存
在
す
る
価
値
と
責
務

を
位
置
づ
け
て
、
復
興
へ
の

一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て

い
る
。

　

十
津
川
に
学
び
、
避
け
ら

れ
な
い
災
害
か
ら
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を

第
一
と
し
、
被
害
を
最
小
に

く
い
止
め
る
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

今
後
、
生
息
域
の
拡
大
を
続
け
る
野
生

生
物
に
よ
る
被
害
防
止
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動
の

促
進
や
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
狩
猟
者
の
育

成
・
確
保
、
被
害
農
林
業
家
へ
の
よ
り
広

域
な
支
援
な
ど
の
対
策
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

ま
た
、
野
生
生
物
の
保
護
並
び
に
被
害

防
止
対
策
の
た
め
の
適
切
な
個
体
管
理
数

の
上
か
ら
も
、
正
確
な
頭
数
の
把
握
は
欠

か
せ
な
い
が
、
そ
の
調
査
方
法
は
い
ま
だ

十
分
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
早
期
の
確
立

が
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
方

自
治
体
が
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
施
策
に
対

す
る
財
政
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
。
専
門

的
な
知
識
や
経
験
に
立
脚
し
た
人
材
の
養

成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
取
り
組
み

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
を
含
め
た
人
的

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
有
害
鳥
獣
の
正

確
な
生
息
数
及
び
生
息
域
の
把
握
が
で
き

る
調
査
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
。
国
を
挙

げ
て
総
合
的
な
被
害
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
。

西峰沖　シカ食害

（株）ノーリン

　十津川村役場

㈱グリーン発電会津等視察

は
、
山
林
未
利
用
材
を
安
定

的
に
調
達
し
、
高
品
質
の
山

の
電
気
を
製
造
し
、
全
量
買

取
制
度
若
し
く
は
こ
れ
以
上

の
高
品
質
の
電
気
を
求
め
る

需
要
家
に
販
売
す
る
。
そ
の

結
果
、
山
側
の
整
備
費
用
が

生
ま
れ
、
植
林
・
育
林
が
活

性
化
し
、
使
用
す
る
資
源
の

数
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
恒
久
的
な
資
源
循

環
が
達
成
で
き
る
。

　

波
及
効
果
と
し
て
、
雇
用

の
創
出
（
発
電
所
運
転
員
12

人
・
木
質
燃
料
出
荷
及
び
集

材
60
人
）、
環
境
負
荷
低
減

（
二
酸
化
炭
素
削
減
）、
派

生
的
効
果
①
成
長
木
伐
採
に

よ
る
高
価
木
種
の
育
成
・
幼

木
植
樹
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
削
減
。
②
間
伐
材
利
用
に

よ
る
林
地
・
林
道
整
備
・
発

酵
に
よ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
減

少
。
③
治
山
治
水
・
水
源
か

ん
養
・
生
態
系
保
全
。
④
森

林
・
産
業
観
光
及
び
森
林
吸

収
機
能
の
深
化
に
対
し
て
は

効
果
大
で
あ
る
。

　

こ
の
視
察
を
終
え
、
本
町

の
最
大
の
資
源
で
あ
る
森
林

の
環
境
財
、
経
済
財
両
面
か

ら
考
慮
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
検
討
し
「
環
境
に
優

し
い
100
年
の
森
づ
く
り
」
を

望
む
。                        

※
バ
イ
オ
マ
ス

　

発
電
所
の

　

仕
組
み

　

木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
は
、

間
伐
材
な
ど
の

山
林
未
利
用
材

を
燃
焼
し
た
熱

で
蒸
気
を
作
り
、

そ
の
蒸
気
の
圧

力
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
電
気

を
作
る
こ
と
を

い
う
。

　（株）グリーン発電会津


